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チャバネアオカメムシの集合フェロモンを利用した

乾式トラップの開発及び大量誘殺の検討
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チヤバネアオカメムP〃脚”cﾉ,OSFC/ａｓ/α〃ScoTr，ツヤ

アオカメムシGわ"cjass"伽""αα“(WALKER)、クサギカ

メムシ鋤加ｍｏゅﾙαﾙα“(STAIjなど、果樹類の果実を吸

汁加害するカメムシ類(以下､果樹カメムシ類)は、１９７３

年から数年おきに多発生して全国的な被害を及ぼしてい

る（梅谷、１９７６；志賀、１９８０；大平、2003)。千葉県で

はナシ及びビワに甚大な被害が発生しており、スギ及び

ヒノキの苗木用種子の発芽率の低下、ソテツの新葉吸汁

による枯れ込みなども問題になっている(福田、1992;岩

漂、１９９６；三平、2001)。

このため、果樹カメムシ類の生態及び被害防止対策に

関する研究が全国的に行われており（守屋、1996)、千

葉県でもクサギカメムシ及びチャバネアオカメムシの生

活史が明らかにされ、防除対策が検討されている（千葉

県農業試験場、1984;藤家、1985abc;福田･藤家、1988；

福田、1992)。果樹カメムシ類は、山野に自生する樹木

などの実、花及び新梢に寄生し、餌を求めて広範囲に移

動すると考えられている。主にスギ及びヒノキの成熟し

た球果を餌として繁殖し、果樹類の果実を吸汁しただけ

では繁殖できない。すなわち、果樹カメムシ類が他の果

樹害虫と異なる点は、果樹園を繁殖場所とせず、餌を取

るためにのみ果樹園へ断続的に飛来することである。し

たがって、果樹カメムシ類を効果的に防除するには、発

生調査などから寄主植物での生息密度の推移及び寄主植

物間の移動を把握し、精度の高い発生予察を行うことが

重要である（藤家、1985ｃ；守屋、1995)。
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千葉県における最優占種は、チヤバネアオカメムシで

ある(千葉県農業試験場、1984)。本種の雄成虫から放出

される集合フェロモンは1996年に同定され（SuGIEet

a1.,1996)、翌年に人工集合フェロモンをポリエチレン

チューブに封入した誘引剤（以下、集合フェロモン剤）

が開発された。本剤は、チャバネアオカメムシのほか、

ツヤアオカメムシ及びクサギカメムシも誘引する。

これまで、果樹カメムシ類の発生調査には、生息場所

での成虫捕痩、予察灯、雄成虫を誘引源とする水盤ト

ラップなどが利用されてきた（宮原・山田、１９７８；小田

ら、１９８０；山田・野田、１９８５；福田・藤家、１９８８；守

屋、1995)。しかし、設置できる場所が限られるため、広

範囲の調査は困難であった。集合フェロモン剤の開発を

契機に、本剤を利用したフェロモントラップの形状が検

討され、黄色の昆虫誘引器（以下、湿式トラップ）の高

い捕獲能力が明らかにされた（清水、1999a)。ただし、

本トラップは小型で多くの地点に設置できるが、捕獲部

が水盤であるため、水の補給を必要とする点が短所であ

る。

一方、集合フェロモン剤の別の利用法として、果樹園

に飛来しようとする果樹カメムシ類を果樹園外に誘導す

る新たな防除方法が考えられている（守屋、１９９５；高木、

1997)。この一環として、誘導した果樹カメムシ類の大

量誘殺が検討された（清水、1999b)。

本報では、果樹カメムシ類の発生予察法の確立を目的

として、水を必要としない小型の乾式トラップを開発す

るとともに、集合フェロモン剤を組み合わせて果樹カメ

ムシ類の捕穫量を調査し、その実用性を検討した。また、

個体群誘導による果樹カメムシ類の防除方法の確立を目

的として、集合フェロモン剤に対する果樹カメムシ類の

行動を明らかにし、殺虫剤を注入した植物による大量誘

殺の可能性を検討した。

なお、本研究は、農林水産省果樹試験場（現独立行政

法人農業・生物系特定産業技術研究機構果樹研究所）の

プロジェクト研究「画期的園芸作物新品種創出による超

省力栽培技術の開発」の一環として実施したものである。
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し、捕狸数を調査した。

また、乾式トラップの作製を簡素化するために、捕狸

部にペットボトルの一部を利用した乾式トラップ（以下、

PB乾式トラップ）を作製した（写真ｌ）。誘引部の色の

効果を比較するため、誘引部を黄色または白色にした。

この２台のPB乾式トラップを９月１９日～10月５日に設

腫し、これらの捕独数を基本型乾式トラップの捕独数と

比較した。

さらに、捕独能力に及ぼす支持棒の影響を明らかにす

るために、支持棒を取り付けたPB乾式トラップと取り

外したPB乾式トラップを９月11日～13日に設慨し、捕

狸数を調査した。両者とも、集合フェロモン剤を誘引部

のスカート部分に付けた。また、支持棒に２ｍｍの鉄棒

を用いたPB乾式トラップを９月141:1～10月５１｣に設憧

し、この捕独数を５ｍｍの支持棒のPB乾式トラップの

捕狸数と比較した。これらの調査には、誘引部が白色の

PB乾式トラップを用いた。

Ⅱ材料及び方法

１．調査圃場

千葉県農業試験場昆虫研究室（現千葉県農業総合研究

センター生産環境部応用昆虫研究室）の圃場（東金市、

4.2ｈａ）を調査場所とした。本圃場は南而から西面にか

けてスギが植林された山林に隣接しており、桑悶３０ａ、

雑草Im38a、ビニルハウス及びガラスハウス0.7ａ，露地

蝋菜、場40aなどから成る。

２．乾式トラップの基本構造

乾式トラップの構造を第１図及び第２図に示した。集

合フェロモン剤を支持棒ｃの下端に取り付け、これに誘

引された果樹カメムシ類がスカート状の誘引部Ｂあるい

は支持棒を伝って上部の捕猶部入口Ｄに達し、板状の

DDVP煉蒸剤（有効成分16％）を入れた捕狸部Ａに落下

して捕殺されるようにした。これは、果樹カメムシ類が

上方に向かって歩行移動する習性を利用している。材料

にプラスチック板（ダンプレート、日大工業株式会社）

を用い、捕独部を白色に、誘引部を黄色にした。支持棒

には太さ５ｍｍの鉄棒を用いた。

以上のような乾式トラップを基本型とし（以下、基本

型乾式トラップ)、捕狸部の素材、誘引部の色、支持棒の

有無と太さを変えて果樹カメムシ類の捕獲数を調査した。

Ａ
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３．乾式トラップの形状と果樹カメムシ類の捕獲数

基本型乾式トラップの捕捜能力を明らかにするために、

同トラップと湿式トラップ（昆虫誘引器、サンケイ化学

株式会社、写真１）を2000年９月４日～10月５日に設置

写真1 ペットボトルを利用した乾式トラップ（PB乾

式トラップ，左）及びサンケイ化学株式会社

の昆虫誘引器（湿式トラップ，右）の外観

！

Ａ：捕獲部

Ｂ：誘引部

や
Ｉ
閃
Ｉ
’
１

Ａ：捕狸部

Ｂ：誘引部

千葉県農業総合研究センター研究報告第４号（2005）

/'１

〆室、
３

Ｃ：支持棒

Ｄ：捕狸部入口
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第１図基本型乾式トラップの部分切断斜視図

ｐ’
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口

第２図基本型乾式トラップの断面図

注l）捕独部の上部幅は10cｍ
２）誘引部の底辺幅は26cｍ
３）全体の高さは45cｍ
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各トラップには集合フェロモン剤を１本ずつ取り付け、

これらをＬ字型支柱の末端（尚さ150ｃｍ）にI！1)して、調

査圃場中央部の裸地に５ｍごとに設置した。対照とし

て、調査圃場中央部から100ｍ離れた地点に、集合フェ

ロモン剤を付けない基本型乾式トラップ（以下、ブラン

ク乾式トラップ）をＬ字型支柱に吊して設侭し、捕獲数

を調査した。

各トラップに捕独された果鰯樹カメムシ類の計数と各ト

ラップの設置場所のローテーションを毎日行った。また、

調査iIをブロックとした乱塊法実験とみなし、捕獲数に

ついてWilcoxon符号付順位検定またはFriedman検定を

行った。

４．集合フェロモン剤に対する果樹カメムシ類の行動

果樹カメムシ類が集合フェロモン剤に誘引される垂iI'［

方向及び水平方向の範囲を調査した。調査圃場中央部の

裸地に高さ１１ｍのポールを立て、そこに湿式トラップを

高さ０．３，２，５，８及び１１ｍの繍位侭に同時に設搬した。

集合フェロモン剤１本分の内容物を浸み込ませた綿ロー

プを商さ１１ｍの湿式トラップのみに付け、2000年９ｊ１

１２日～14日に各湿式トラップの捕推数を調査した。ＩＩｉｌ

時に、ポールから東西南北の４方向に５，１０及び２０ｍ離

れた地点で集合フェロモン剤を付けない湿式トラップ

（以下、ブランク湿式トラップ）をＬ宇型支柱に吊して

設侭し、捕獲数を調査した。また、ポールに設置した全

ての湿式トラップに同様の綿ロープを付け、９月1511～

1911に捕獲数を調査した。さらに、同様の綿ロープを高

さ0.3ｍの湿式トラップのみに付け、９月20日～2611に

捕狸数を凋査した。

集合フェロモン剤に誘引される水平方向の範囲を調査

するために、２本の集合フェロモン剤を付けた湿式ト

ラップをＬ字型支柱に吊して設置した。これを中心とし

て東西南北の水平方向に５，１０，２０，３０，４０及び５０ｍ

離れた地点でブランク湿式トラップをＬ字型支柱に吊し

て設置し、９月20日～21日に捕狸数を洲査した。

対照として、調査、場''１央部から100ｍ離れた地点に

ブランク湿式トラップをＬ字型支柱に吊して設般し、捕

狸数を調査した。

５．ツヤアオカメムシに対する各種薬剤の殺虫効果

殺虫剤を浸透させたスギに集合フェロモン剤を付け、

これに誘引された果樹カメムシ類がスギを吸汁して致死

する捕独方法を想定し、殺虫剤を選定するために果樹カ

メムシ類の薬剤感受性を比較した。

殺虫剤には、浸透移行性が商いといわれている７種の

薬剤、即ちアセフエート粒剤（有効成分5.0％)、エチル

1３７

チオメトン粒剤（5.0％)、ＭＰＰ粒剤（5.0％)、カルタツ

プ粒剤（4.0％)、イミダクロプリド粒剤（1.0％)、ベン

フラカルブ粒剤（5.0％)、ジノテフラン粒剤（1.0％）を

用いた。

これら殺虫剤の懸濁液200ｍＱ（製剤当たり１，３及

び109/０）及び対照として蒸留水を三角フラスコに入れ、

これにスギの小枝を差して昆虫飼育箱(29×25×２８ｃｍ）

の中にそれぞれ役慨した。累代飼育したツヤアオカメム

シの雌成虫10頭及び雄成虫10頭を放飼し、死亡頭数を経

時的に調査した。

６．殺虫剤を浸透させたスギによる大量誘殺

施径５０ｃｍ及び商さ４０ｃｍのポットに１本ずつ植えた

高さ約２ｍのスギ（以下、スギ苗）を用い、アセフェー

トの浸透方法及び大鼓誘殺を検討した。

３本のスギ苗の根元に、アセフェート粒剤を500ｇ散

布し、十分潅水した。高さ1.5ｍ付近の小枝を経時的に

採取して水差しにし、前記の薬剤の殺虫効果に関する試

験と同様にツヤアオカメムシを放飼して死亡頭数を調査

した。

スギ苗の根元の樹幹に直径７ｍｍの穴を開け、プラス

チック製の筒（10ｍＯ）を差して固定し、筒の中にアセ

フェート剤（有効成分97.0％）の水溶液を入れた。樹幹

から吸収された分の水溶液を適時補給しながら、アセ

フェート水溶液を連続的に樹幹注入した。アセフェート

水溶液の濃度を５，１５及び５０９/Ｑとし、それぞれ３本の

スギ苗に樹幹注入した。このスギ苗から高さ1.5ｍ付近

の小枝を4011後まで経時的に採取して水差しにし、前記

の薬剤の殺虫効果の試験と同様にツヤアオカメムシを放

飼して死亡頭数を調査した。

上記の方法でアセフェート水溶液（509/、）をスギ苗

に樹幹注入し、注入開始から101.1目の10月３１１に集合

フェロモン剤２本分の内容物を浸み込ませた綿ロープを

商さ1.5ｍの枝に付け、調査圃場中央部の裸地に設繊し

た（写真２)。対照として、スギ苗全体にエトフェンプ

写真２アセフェート水溶液を樹幹注入した

スギ苗の、場での設置状況
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た乾式トラップ及び湿式トラップに誘引された。湿式ト

ラップを連続設置した場合、高温時や強風時には数日で

水の補給が必要になった。これに対し、乾式トラップは

特別な保守をすることなく連続設置が可能であった。な

お、試験期間中、対照として設けたブランク乾式トラッ

プに果樹カメムシ類は捕狸されなかった。

基本型乾式トラップと湿式トラップの捕猶数を比較す

ると、チヤバネアオカメムシ及びツヤアオカメムシの捕

穫数は、乾式トラップが湿式トラップよりも有意に少な

かった(第，表)。クサギカメムシの捕穫数は少なく、有

意差は認められなかった。

一方、基本型乾式トラップと湿式トラップによるチャ

バネアオカメムシの日別捕獲数の経時変化は、ほぼ一致

した（第３図)。ただし、捕狸数のピーク時において、乾

式トラップの捕獲数は湿式トラップのそれよりも少ない

傾向があった。また、湿式トラップの捕獲数がピークに

なった９月30日前後において、乾式トラップの捕獲数は

増加せず、この時期の両者の経時変化は一致しなかった。

誘引部が黄色及び白色のPB乾式トラップと基本型乾

式トラップの捕狸数を比較した結果、３種の果樹カメム

シ類において有意差は認められず、合計値の差はいずれ

も小さかった（第２表)。

ロックス乳剤の20倍液を十分散布し、これを樹幹注入し

たスギ苗から５０ｍ離して圃場に設置した。１０月３日～

５日に誘殺された果樹カメムシ類を調査した。

Ⅲ結果

1．乾式トラップの形状と果樹カメムシ類の捕獲数

果樹カメムシ類は、日没後、集合フェロモン剤を付け

第１表基本型乾式トラップと湿式トラップによる

日別捕獲数の比較

果樹ｶﾒﾑｼ頚トラップの徹顛一一型h壁塾哩一

有
擁

合叶価雌小価雌大航''０央価

』&本咽乾式トラップ
チャバネアオカメムシ

湿式ﾄラップ

４８１３７４．５本＊

３１２８８１２５．５

‘1628

9043

チャバネアオカメムシ

脳本型乾式トラップ
ツヤアオカメムシ

湿式ﾄラップ

４２２０１１０６．０本＊

１４２９１３６４１４．５

９ / ４ ９ / ９ ９ / 1４９/1９９/2４９/2９１０/４

調査時期(月／日）

第３図基本型乾式トラップと湿式トラップによるチヤバネアオカメムシの日別捕獲数

腿本卿乾式トラップ
クサギカメムシ

湿式ﾄラップ

2６２．５

１８１．５

1６１

１１８

０
０

鵬本型乾式トラップ

PB乾式トラップ(黄）

PB乾式トラップ(白）

注）＊*Wilcoxon符号付順位検定によりｲｨ腫水弧0.01で有愈差があることを示す。

第２表基本型乾式トラップとPB乾式トラップ

による日別捕痩数の比較

６
８
０

２
２
３

2７４３０１６５

２８０５３

１１別捕掘数(頭）
果樹カメムシ頚トラップの猟顛
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塔本型乾式トラップ

チャバネアオカメムシＰＢ乾式ﾄﾗｯブ(黄）

ＰＢ乾式トラップ(白）

2074

1914

2197

425

262

286

7９

９０

８１

1１

第３表ＰＢ乾式トラップの支持棒の有無が

日別捕獲数に及ぼす影響
４

●ひ

０

脹本型乾式トラップ

ツヤアオカメムシＰＢ乾式トラップ(黄）

１，B乾式トラップ(白）

八
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327

４１３
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２
２
１
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果樹カメムシ額支持棒の有無
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注ｌ）３靴の果樹カメムシ瀬において,Friedman検定により有慰水難0.05で

有懲差はなかった。

２)総ﾘ1部の色が黄色と白色のPB乾式トラップを供拭した。
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の捕穫量は少なく、比較できなかった。さらに、支持棒

の太さが２ｍｍと５ｍｍのPB乾式トラップの捕狸数を

比較した結果、３種の果樹カメムシ類に有意差が認めら

れ、５ｍｍのPB乾式トラップの捕獲数が多かった（第４

表)。

ＰＢ乾式トラップを用いて、支持棒の有無による捕獲

数の違いを比較した(第３表)。３日間の調査であるため

統計的検定を行わなかったが、支持棒が有るトラップの

チャバネアオカメムシの捕穫数は、無いトラップよりも

顕著に多かった。ツヤアオカメムシ及びクサギカメムシ

２．集合フェロモン剤に対する果樹カメムシ類の行動

集合フェロモン剤を高さ０．３，２，５，８及び１１ｍの全

ての湿式トラップに設置した場合、チャバネアオカメム

シの捕獲数は２ｍで最も多く、これよりも高い位置ほど

捕狸数は少なかった（第４図)。また、０．３ｍの捕獲数も

２ｍより少なかった。東西南北の水平方向に設置した

ブランク湿式トラップの捕狸数は、ポールから離れるほ

ど少なくなったが、２０ｍ離れた地点でも捕獲された。

集合フェロモン剤を高さ１１ｍの湿式トラップのみに

設置した場合（第５図）及び高さ0.3ｍの湿式トラップ

のみに設置した場合（第６図）では、高さ２ｍでの捕穫

数がいずれも最も多かった。また、集合フェロモン剤を

高さ２ｍに付けた場合と比較すると、周辺に設置したブ

ランク湿式トラップの捕狸数が多くなった。特に、高さ

0.3ｍに集合フェロモンを設置した場合、高さ２ｍと同

程度の捕猶数が東方向の５ｍ、北方向の10ｍ及び西方向

の20ｍまで得られた（第６図)。

集合フェロモン剤を高さ1.5ｍに設置し、誘引される

水平方向の範囲を調査した(第７図)。チャバネアオカメ

ムシの捕穫数は、集合フェロモン剤の設置場所で最も多

く、設置場所から風下方向に遠く離れるほど減少したが、

５０ｍ地点でも捕穫さた。ツヤアオカメムシの捕穫数は、

集合フェロモン剤の設置場所から１０ｍ地点までほぼ同

数で、２０ｍ地点から少なくなり、４０ｍ地点で７頭、５０

ｍ地点で２頭捕猶された。

第４表ＰＢ乾式トラップの支持棒の太さが

日別捕獲数に及ぼす影響

帯
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第５図チャバネアオカメムシの垂直方向及び

水平方向の捕猫範囲と捕狸数

注1）集合フェロモン剤を高さ11.0ｍの湿式トラップに設俄した。

２）高さ0.3ｍの湿式トラップは未設慨。
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第６図チャバネアオカメムシの垂直方向及び

水平方向の捕獲範囲と捕獲数

注）集合フェロモン剤を高さ0.3ｍの湿式トラップに設侭した。
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第４図チャバネアオカメムシの垂直方向及び

水平方向の捕獲範囲と捕狸数

注）集合フェロモン剤を高さ0.3ｍ～11.0ｍの各湿式トラップ

に設置した。
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なお、試験期間中、対照として設けたブランク湿式ト

ラップに果樹カメムシ類は捕猫されなかった。

そこで、５０９/Ｑアセフェート水溶液をスギ苗に樹幹注

入し、注入開始から10日後に集合フェロモン剤を付けて

調査圃場に設置した。３日間の誘殺数合計は、チャバネ

アオカメムシが4,092頭、ツヤアオカメムシが1,219頭、

クサギカメムシが131頭であった（第９図)。しかし、こ

れらの誘殺数はエトフェンプロックスを散布したスギ苗

の場合と比較して、それぞれ63％、３２％、２３％であり、

薬剤散布したスギ苗よりも殺虫数は少なかった。

３．ツヤアオカメムシに対する各種薬剤の殺虫効果

スギの小枝に７種類の殺虫剤を吸収させてツヤアオカ

メムシの死亡率を経時的に調査した結果、アセフェート

の死亡率が最も高く、２４時間後の３及び１０g/０の死亡

率は100％であった（第５表)。次いでジノテフランの死

亡率が高かったが、その殺虫効果はアセフェートよりも

遅効的だった。

L「
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1００ [ 一

8０

４．殺虫剤を浸透させたスギによる大量誘殺

アセフェート粒剤をスギ苗の根元に散布した場合、２０

日経過しても小枝に放飼したツヤアオカメムシは死亡せ

ず、小枝の殺虫効果は認められなかった（データ省略)。

アセフェート水溶液をスギ苗に樹幹注入した場合、

509/Ｑ水溶液を注入してから５日後、小枝に放飼したツ

ヤアオカメムシの死亡率は約80％であり、１０日後には

100％になった(第８図)。濃度が５及び１５９/Ｑでもツヤ

アオカメムシは死亡したが、その効果は509/０の場合よ

りも劣り、４０日後でも死亡率は100％にならなかった。
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第８図アセフェート水溶液を樹幹注入したスギに放飼

したツヤアオカメムシの48時間後の死亡率

注）雌成虫10頭及び雄成虫10頭を供試した。
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第７図果樹カメムシ類の水平方向の捕狸範囲と捕狸数

注）集合フェロモン剤を0ｍ地点の湿式トラップのみに設椴した。
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第９図アセフェート水溶液を樹幹注入したスギ苗

とエトフェンプロックスを散布したスギ苗

による果樹カメムシ類の誘殺数

第５表殺虫剤の懸濁液に水差ししたスギ小枝にツヤアオカメムシを放飼したときの死亡率（％）
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なお、アセフェートを注入したスギ苗は１ヶ月後から

葉の褐変が生じ、３ヶ月後にはスギ苗全体に及んだ。

Ⅳ考察

基本型乾式トラップは、特別な保守を必要とせず野外

で連続的に設置できた。これは広範囲の発生調査に適し

ており、実用性が高い。ＰＢ乾式トラップの捕獲能力は、

基本型乾式トラップと同等であった(第２表)。作製の簡

素化という観点から、ＰＢ乾式トラップの使用が実際的

である。また、捕狸数に及ぼす支持棒の影響が認められ

た(第３表及び第４表)。支持棒は集合フェロモン剤を支

持する役割の他に、果樹カメムシ類が止まって上方に歩

行移動する際の足場として重要な機能があると考えられ

る。支持棒の改良により、捕獲能力がさらに高まる可能

性がある。

果樹カメムシ類の発生調査に乾式トラップと集合フェ

ロモン剤を組み合わせて利用するためには、誘殺効率の

安定化と向上が必要である(足立、1998)。湿式トラップ

による調査の結果、集合フェロモン剤に対して果樹カメ

ムシ類は水平方向の広い範囲に誘引された(第７図)。こ

のため、果樹カメムシ類の発生が少ない場合にも確実に

捕猶されるように、植物由来等の誘引物質や発光ダイオ

ード等の光源と集合フェロモン剤とを組み合わせ、より

狭い範囲に誘引させることが今後の課題である。

果樹カメムシ類の捕獲数は、基本型乾式トラップが湿

式トラップよりも少なかった（第１表)。これは、捕獲数

のピーク時に、基本型乾式トラップの捕獲数が湿式ト

ラップより少なかったことによる(第３図)。湿式トラッ

プの捕穫部は直径２２ｃｍの水盤であるため、発生量が多

い場合でも捕獲能力の低下が少ないと考えられる（写真

1)。大量誘殺ではなく発生調査を目的としているため、

ピーク時における捕獲能力の差から乾式トラップの実用

性が劣っているとはいえない。一方、基本型乾式トラッ

プと湿式トラップのチャバネアオカメムシの日別捕狸量

の経時変化が一致しない時期が認められた(第３図)。捕

穫数は降水、風速、温度などの気象条件に影響されると

考えられるが、これらが経時変化の不一致の原因になっ

たのかは不明である。

これまで、雄成虫を誘引源としたトラップ（以下、雄

トラップ）を用いて、集合フェロモンによる果樹カメム

シ類の誘引消長が調査されてきた。これらの結果では、

雄トラップと予察灯との誘引消長にずれが認められてお

り、野外の発生密度を反映していない可能性が示唆され

ている（山田・野田、1985)。また、雄トラップに誘引

された個体群は寄主植物上の個体群よりも栄養蓄頓が不

1４１

十分であり、雄トラップの誘引消長は移動分散傾向を示

していると考えられている（福田・藤家、１９８８；志賀・

守屋、1989)。今後、果樹カメムシ類の発生予察に集合

フェロモン剤と乾式トラップを利用するためには、この

組み合わせによるトラップの捕穫特性をより詳細に明ら

かにする必要がある。

集合フェロモン剤に誘引される垂直方向の範囲を調査

した結果、裸地での最適な設置位置は高さ約２ｍであっ

た（第４図～第６図)。集合フェロモン剤を高さ２ｍ以

外に設置した場合、設置場所がチャバネアオカメムシに

認識されにくくなり、周囲に拡散した集合フェロモンの

うち、高さ２ｍ付近に達したものに反応して集合すると

考えられる。このことから、裸地におけるチャバネアオ

カメムシの飛期高度は約２ｍと推定される。一方、水平

方向の範囲を調査した結果、集合フェロモン剤から風下

に５０ｍ離れた地点でも捕猫されたことから、水平方向の

定位行動は強いものとはいえず、誘引される範囲はきわ

めて広かった。このため、果樹園に影響を及ぼさないよ

うに集合フェロモン剤を設置するには、果樹園から５０ｍ

以上離す必要がある。また、前記の乾式トラップの場合

と同様、水平方向のより狭い範囲に誘引させる方法の検

討も必要である。

果樹カメムシ類をより狭い範囲に誘引させる手段の一

つとして、選好性樹木であるスギとの組み合わせを検討

した。この場合、果樹カメムシ類の捕殺方法として、ス

ギへの殺虫剤の散布が考えられる。しかし、長期にわた

って大量誘殺を行う場合、殺虫剤を頻繁に散布しなくて

はならない。そこで、スギに殺虫成分を連続的に吸収さ

せる方法を検討した。ツヤアオカメムシの感受性が最も

高かったアセフェートをスギ苗に樹幹注入し、これに集

合フェロモン剤を付けて裸地に設置したところ、多数の

果樹カメムシ類が誘殺された（第９図)。しかし、この誘

殺数は殺虫剤を散布したスギ苗の場合よりも少なかった。

スギ苗を用いた大量誘殺の可能性を示すことはできたが、

誘引した果樹カメムシ類の殺虫方法をさらに検討する必

要がある。

現在、果樹カメムシ類の防除方法は、果樹園に飛来し

た成虫への薬剤散布が主体である。断続的に果樹園に飛

来するため、薬剤には速効性及び残効性が求められる。

合成ピレスロイド剤はこの特性を持つが、ハダニ類など

他の果樹害虫のリサージェンスが問題になるため多用で

きない（福田、１９９２；伊漂、2001)。このため、果樹カ

メムシ類の飛来する時期と量を予測した発生予察情報が

重要になる。これまで行われてきた予察灯、越冬密度調

査、指標植物による調査のほか、近年ではヒノキ球果の

吸汁痕（堤、２００１；塩田、2004）及びスギ花粉飛散量
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（森下ら、2001;千脇ら、2003）を利用する調査方法が

開発されている。本報で開発した乾式トラップと集合

フェロモン剤を組み合わせた発生調査のデータも含め、

多くの情報を総合的に解析した精度の高い発生予察法の

確立が求められる。

さらに、果樹園の薬剤防除のほかに、多目的防災網や

袋掛け等を用いた物理的防除（伊漂、2001)、天敵糸状

菌を利用した生物的防除（堤ら、2003）が検討されてい

る。この一環として、集合フェロモンを利用した個体群

誘導及び大量誘殺は、新たなタイプの防除方法として期

待される。

Ｖ摘 要

果樹カメムシ類の発生予察法の確立を目的として、水

を必要としない小型の乾式トラップを開発するとともに、

集合フェロモン剤を組み合わせて果樹カメムシ類の捕猶

量を調査し、その実用性を検討した。また、個体群誘導

による果樹カメムシ類の防除方法の確立を目的として、

集合フェロモン剤の設置方法及び大量誘殺の可能性につ

いて検討した。

1.乾式トラップは、特別な保守を必要とせず、連続設置

が可能がであった。広範囲の発生調査に適していると

考えられる。

2.集合フェロモン剤を付けた乾式トラップと湿式トラッ

プによるチャバネアオカメムシの日別捕猶数の経時変

化パターンは、一部を除きほぼ一致した。しかし、果

樹カメムシ類の捕獲数は、乾式トラップが湿式トラッ

プよりも有意に少なかった。

3.乾式トラップの一部にペットボルトを利用しても捕穫

量は変化しなかった。ペットボトルの利用によって乾

式トラップの作製を簡素化できる。

4.乾式トラップの支持棒は捕獲数に影響を及ぼし、５

ｍｍの支持棒を付けた乾式トラップの捕穫能力が高か

った。

5.集合フェロモン剤の設置場所に対してチャバネアオカ

メムシが誘引される垂直方向の範囲は狭く、高さ２ｍ

のトラップの捕穫能力が最も高かった。また、水平方

向の範囲はきわめて広く、設置場所から風下５０ｍ地点

でも捕猶された。

6.果樹園に影響を及ぼさないように集合フェロモン剤を

設置して果樹カメムシ類を大量誘殺するには、果樹園

から５０ｍ以上離す必要がある。また、裸地の場合、集

合フェロモン剤を地表面から高さ２ｍに設置する方

法が適していると考えられる。

7.殺虫剤を浸透させたスギにツヤアオカメムシを放飼し
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た結果、アセフェートの殺虫効果が最も高かった。

8.アセフェート水溶液（509/’）を樹幹注入したスギに

集合フェロモン剤を付けて圃場に設置したところ、３

日間で約5,000頭の果樹カメムシ類が誘殺された。大

量誘殺の可能性は示されたが、殺虫方法は今後の課題

である。
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ApplicationofSyntheticAggregationPheromoneofHZz"伽ｃγひssojZzs〃〃ScoTT

totheMonitoringandMass'IifappingofFruit-piercingStinkＢｕｇｓ

MasahikoKAmsE,KiichiSHIMIzu*,HitoshiNAGAsAKI*＊andlshizueADAcHI
＊＊＊

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：stinkbug,aggregationpheromone,masstrapping,pheromonetrap,orchard

Sｕｍｍｑｒｙ

Fruit-piercingstinkbugs（FSB)，恥""ｃうりSSO〃ｓ"〃ScoTI；Ｇ"z‘cjZzss"助""”雌（WALKER)，ａｎｄ

ＨｚＩｙｏ柳0幼力αルａＩｙｓ(STAL),areseriouspestsofJapanesepearandloquatcropsinChibaPrefecture.'Ib

fbrecastpopulationtrendsofFSB,anewtypeoftrapwithoutawaterpanwasdeveloped(hereafter

referredtoasthedrytrap).DrytrapsbaitedwithsyntheticaggregationpheromoneofP”SSO畝S”

(SAP)wereplacedataheightofl50cmintheopenfield,andthenumberofFSBtrappedinthemwas

countedeverydayfiFomSept、４ｔｏＯｃｔ，５，２００２，tocomparetheirtrappingefficiencywiththatof

conventionalwater-pantraps・MoreoverｩｔｏｄｅvelopamethodofmasstrappingFSB,theplacementof

SAPandtheutilizationoftreetrapsthatabsorbinsecticideswereexamined、

１．ＴｈｅｄｒｙｔｒａｐｂａｉｔｅｄｗｉｔｈＳＡＰｗａｓａｕｓｅfUltoolfbrcontinuouslymonitoringpopulationsofFSB，

２．ＤｒｙｔｒａｐｓｂａｉｔｅｄｗｉｔｈＳＡＰｃａｕｇｈｔａｎｅqualorlessernumberofFSBthanwater-pantrapsbaited

withSAR

３．AlargenumberofFSBwerecapturedinablanktraplocatedlOmawayfifomａｎＳＡＲａｎｄａｆｅｗ

ＦＳＢｗｅｒｅｃａｐｔｕｒｅｄａｔａｄｉｓｔａｎｃｅｏｆ５０ｍｏｎｔｈｅｌｅｅｗａｒｄｏｆａｎＳＡＲ

４．TheoptimumheightofSAPfbreffbctｉｖｅｃａｐｔｕｒｅｏｆＦＳＢｗａｓａｂｏｕｔ２ｍａｂｏｖｅthegroundinthe

openfield、

５．FivethousandFSBwerekilledfbr3daysonapottedJapanesecedartreebaitedwithSAPand

injectedwith50g/LAcephatesolution．

（*Presentaddress：AgriculturalExtensionDivision，＊*Presentaddress：InbaAgricultureand

ForestryPromotionCenter，＊**NationallnstituteofFruitTreeScience）
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